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〈要旨〉発達障害のある人の就労継続のための支援方法として、概念の補強を提案する。近年明らかになりつ
つある予測システムとしての脳機能の観点から、身体予算がバランスを失った状態が心の病気であるといえ、そ
のバランス管理を整える方法として概念の補強が有効であると考えられる。概念の補強には、旅行や読書などの
新たな経験が有効と思われる。発達障害のある人の就労継続のため特に有効と考えられる心の概念の補強のた
めには、知識の習得に留まらず、意識的に定型発達者と自分の心のあり方の差を捉え、新たな概念を意識的に
適用していくプロセスが必要である。
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発達障害のある人の就労継続を支える
概念学習に関する展望

【総説】

１．背景と目的

　発達障害のある人が自立した生活をするために
は、生活費を安定して得るための就労の継続が一
つの課題である。しかし、特に青年期以降に発達
障害と診断を受ける場合、学業能力に比した就
労能力の不安定さの為、二次障害などにつながり

（岩本 , 2020）、生きづらさを抱えることが多く、
どのように支援を行うかが課題となっている。こ
のような状況において、筆者は青年期以降を対象
とした発達障害のある人のメンタライジングスキ
ルの重要性を提示（岩本 , 2019）し、トレーニン
グ方法を検討するための研究手法の提案（岩本 , 
2020）を行ってきた。しかし、これまで想定して
きたメンタライジングスキルの発達メカニズム
や、その発達による自他理解の促進、及びその結
果としての二次障害予防への効果は、筆者個人の
一人称研究によるもので、先行研究からメタ認知
力と抑うつ傾向の相関については述べられている

が、因果関係については明らかになっていない。
現状のところ就労継続のための普遍性のあるアプ
ローチとは言えず、科学的な根拠に基づいた実効
性のあるプログラムの提示には至っていない。
　そこで本研究では、まず近年の脳神経科学の発
達に伴い知られてきた予測システムとしての脳機
能の表現を用いてうつ病と発達障害のメカニズム
を説明する。その上で、発達障害のある人の概念
の補強が精神的健康に資することを説明する。そ
してここで明らかとなったメカニズムを踏まえ、
より普遍性のある概念の習得のトレーニング方法
について提案を行う。

２．世界を予測する脳

　脳が無意識のうちに推論する機能を持つことに
ついて、物理学者であるヘルムホルツは、網膜に
写る画像をどのように物体と結びつけるかのメカ
ニズムについて検討し、無意識的推理仮説を提唱
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した（大村 , 1996）。無意識的推理仮説では、過
去の経験や知識をもとにして、その場にある可能
性が最も高い物体として網膜に写る物体を推測す
る、という機能を推定している。この無意識的推
理仮説については、発表以降様々な立場から言及
されてきた。例えばグレゴリー（1998）は、その
著書の中で視覚認知機能としての仮説生成装置の
存在を図示し、眼からのボトムアップの信号、視
覚以外の感覚情報と、物体の知識（トップダウン）
という階層的な処理により認知的に解釈されるメ
カニズムを示唆している。またバレット・バー

（2008）は、事故で角膜を損傷し3歳で視力を失っ
た事例について検討し、脳が環境から新しい感覚
入力を受け取ると、過去の知識や経験に基づいて
仮説を立て、目の前の認識と行動を導くことを示
しながら、視覚認知もこのメカニズムに従ってい
ることを示唆した。乾（2013）も、ヘルムホルツ
の無意識的推論がベイズ推定の枠組みで説明され
ることを示し、予測制御に関する脳内のメカニズ
ムについてモデル化を試みた。同様に、聴覚（ゴー
ルドスタイン , 2020）や言語（バレット , 2017）な
どについても予測を行っている脳の事例が示され
ている。
　このように、脳は過去の情報をもとに環境を常
に予測し、予測による世界を構築している。この
機能は、周期性に富んだ地球上の特定の環境下に
おいて、空腹や生命の危機状態など様々な状況に
ある生体が、その時点において生存のために最も
合理的な行動を取る際に役立つと考えられてい
る。例えば、白い小さな球体を目にした場所が食
卓や台所ならばそれが鶏卵と認知しやすいであろ
うし、卓球場で見かければピンポン玉だと感じる。
またこのような予測は、意識的な気付きが起こる
前に無意識のプロセスで生じており、メンタライ
ジングのような能動的な予測とは区別される。

３．予測のエラーと修正

　何らかの都合で一時的に停止状態にあるエスカ
レーターの階段を上ったときのことを思い出して

欲しい。うっかり他のことを考えながら上りだす
と、たちまちバランスを崩し転倒しそうになった
ことはないだろうか。これは、動いているエスカ
レーターを歩いて上ろうとする際に、無意識的に
働いている重心調整の機能が、止まっている状態
のエスカレーターを上がる際も発動してしまうか
らである。このように、脳による予測機能は万能
ではなく、常にこのような外部環境の感覚入力と
の乖離に直面している。そのため、予測と実際の
感覚入力を常に比較し、即座に予測エラーの修正
を行う機能がある。その修正方法には、新たな感
覚入力情報をもとに予測そのものを修正する方法

（学習、エスカレーターの例）と、もう1つは予測
に反する感覚入力を無視する方法の2パターンが
あると言われている。（バレット , 2017）

４．身体予算の管理とストレス

　またこの生体にとって合理的な行動を取るため
の予測機能は、外部環境の情報のみならず、身体
のエネルギー需要にも活用されている。バレット

（2017）によれば、身体は、生命活動に必要なエ
ネルギーを使い切らないようにするため、体内の
各器官からの感覚刺激と過去の経験を元としてエ
ネルギー需給予測を行っている。この予測を行っ
ているのが内受容ネットワークである。内臓器官
や筋肉、血管などの組織から、エネルギーの残量
や消費の予測に必要な感覚刺激を受け、生命維持
のために必要な活動について各器官に指示を出
す。例えば、差し迫った急な身体的・心理的な危
険が迫り、身体活動が必要と見込まれる場合には、
コルチゾールの分泌指示を出し細胞にエネルギー
を供給するための準備をする。このようなストレ
ス反応により短期的に乱れたバランスは、日常の
食事や休養で補える限り、問題とはならない。

５．予測の障害としての心の病気

　ところが、日常的にストレス源に晒され続ける
一方で、十分な休養が取れず、バランスの乱れ
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が長引くと、血中の炎症性サイトカインが上昇
し、疲労感や活力低下の原因となる。（バレット , 
2017、北岡 , 2018、岩田 , 2018）このことは食欲
低下や活動量の低下、不眠などを引き起こし、身
体のエネルギーバランスの回復が行われず悪循環
となることが多い。仮に日常的に苦痛を感じるよ
うな職場へ通わなければならない場合を想定する
と、人体の設計上は、その場から全力で離れるた
めの行動に備え、身体は多量のエネルギー消費の
ための準備を常に行い、結果として慢性的に炎
症が起きている状況（そして、実際にはそのエネ
ルギーは使われないことが多い）となる。こうな
ると、身体からのリアルタイムの感覚情報の活用
ができず、予測の修正が行えない。身体の正常な
エネルギー需給バランス調整が行えなくなり、活
力が低下し続け、うつ病をはじめとした心の病の
他、様々な疾病の原因となることが分かってきて
いる。
　一方、予測のエラーという観点からは、生得的
または成長期の環境による内受容ネットワークの
特異性が一因と考えられる状況も示唆されてい
る。例えば長期にわたって身体予算がバランスを
失った状態は慢性ストレスに晒されているともい
えるが、このような環境に長期的に晒されると、
内受容ネットワークの適切な発達を阻害するこ
とが指摘されている（バレット , 2017; マキュア
ン ,　2015）。また身体の炎症により慢性的に予
測エラーが起き、結果的にエラーの情報が軽視さ
れることとなる抑うつ状態に対し、不安障害では
何らかの影響により過剰に予測エラー情報が強く
なり、その情報をもとに予測を調整した結果、さ
らに実際の感覚刺激と離れてしまうようになる。
　さらに、自閉スペクトラム症（ASD）の症状も
予測の障害と言える可能性がある。サイラスら

（2014）は、ASDのある人は予測誤差判定に関す
る神経の発達不全により、メタ的な学習がされに
くく、ASDの症状が現れるというメカニズムを
示唆した。まずサイラスらは、脳における一般的
な予測のメカニズムとその有用性を示した。そし
てそのメカニズムにおける予測モデル形成と、モ

デルの更新における予測誤差の取扱いの重要性に
ついて述べた。ASDにおいては、予測誤差の取
扱いの非定型さがあり、環境の規則性の変化量を
過大評価する結果、メタ学習が苦手となること
について論じている。本邦でも、乾（2013）は幻
覚や妄想といった統合失調症の症状について、予
測エラーの評価の障害という観点から説明してい
る。このように、様々な要因により複雑な予測機
能を構成する一部について障害が起きた結果、多
様な心の病気の症状として現れることが伺える。

６．トップダウンの予測と概念の補強

　ではこのような状況において、身体予算の管理
方法を整え、心の病気を予防・改善するにはどの
ような方法が考えられるであろうか。バレット

（2017）は、現代文化における身体予算の管理の
難しさを述べたうえで、まず「健康的に食事をし、
運動を欠かさず、十分に睡眠を取ること」という
基本的な生活習慣を整えることの重要さや、小説
や映画などの物語への没頭など、生活に関わるい
くつかの実践例を示した。その上で次に実践すべ
きとされているものが「概念の補強」である。旅
行、読書、映画鑑賞などで新たな経験や言葉を得
て、多様な視点を獲得することで、様々な文脈に
おける自身の神経の状態について粒度を上げて把
握でき、その結果として次の瞬間以降の将来の行
動に対する身体予算の予測精度を上げていくこと
ができるとしている。概念の獲得が身体予算の精
度を上げていくメカニズムとしては、乾（2018）
も「階層的な構造で推論されるので、低次の推論
も高次の認知やメタ認知情報の影響を受ける。低
次レベルの内受容感覚の予測も高次のレベルにお
ける内受容感覚の変化の原因の認知の影響を受け
るため、感情の2要因論とよく対応している」と
説明している。なおこのとき、学習済みの概念を
持ち無意識に予測を行う場合でも、注意を用いて
意識的に推論を行うことで低次の内受容感覚に影
響を及ぼすことができるとされる。また、自分に
関係しないものとして再分類した概念は、身体予
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算に大きな影響を及ぼさなくなることも示されて
おり（バレット , 2017）、いかに身体予算に対する
概念の持つ影響が大きいかが伺える。このように、
概念の補強（トップダウンの予測）が身体予算の
管理に役立つということは、その発症原因や経路
が多様（ボトムアップの予測の障害）で、投薬に
よる治療が確立されていない一連の心の病気の対
策をするための新たなアプローチであると思われ
る。

７．概念の習得

　概念の定義や分類については長い歴史がある
が、たとえば河原（2001）によれば、「認知過程を
媒介する内部表現」のことであり、所属事例に共
通する性質を定義する際に使われる。その種類に
も、「名詞、動詞といった語の辞書的意味と対応
する明示的なものから、確率的概念や分散表現の
ように言語化や形式化が困難なものまで、さまざ
まなタイプのものがある」とされる。幼児期から
環境からの刺激を類似性に基づいて処理してい
き、次第に様々な分類と階層に構造化されながら
発達していくとした。成人における概念の習得方
法については、バレット（2017）は新たな概念を
獲得する方法について、旅行をする、本を読む、
新しい言葉を学び使ってみる、などの方法を提案
しており、何らかの新たな体験が概念獲得の方法
として有効としている。このとき、先の予測モデ
ルの視点から概念の獲得を捉えると、学習者は新
たな概念が生まれ得る事象に触れるたび、先行す
る予測との誤差が生まれ、その予測エラーを修正
するとともに何らかの新たなラベルや概念同士の
関係を新規に構築しているといえる。
　こうした新たな概念の習得について、特に発達
障害のある人の就労継続においては、職場でのコ
ミュニケーションに関する新たな概念を学び、日
常における予測精度を上げることは、身体予算の
より良い管理のために大きな意味があると思われ
る。例えばASD傾向のある人は心の概念の直観
的心理化がされづらい（別府 , 2015）という指摘

があるため、定型発達者のコミュニケーションを
理解するには論理に基づいた命題的心理化が行え
るような教示が必要とされる。しかし現在、主に
ソーシャルスキルトレーニングにおいてこれに類
似する学習が行われているが、発達障害のある人
は関連する事象への解釈に適用できるような概念
の汎化に乏しく、応用がきかないとも言われてい
る。
　応用が可能な抽象的な概念の学習方法に関して
は、定型発達者を対象とした研究（山縣 , 2006）
でも、ただ知識として身につけただけでは関連し
た事象の理解に適用されないことが指摘されてい
る。山縣（2006）によれば、学習者には単に知識（上
記の場合は論理に基づいた心的概念）を覚えるた
めではなく、「現象どうしのつながりや、自分自
身の知識の中に矛盾はないかといった既有知識の
状態について、より意識的になる」必要があると
される。また井狩（2021）も、上述の予測メカニ
ズムをベースとして新たな言語処理モデルを提案
した。まず既存の経験からの予測が起き、その予
測が現実の感覚刺激と比較される。予測誤差があ
る場合は、意識的な言語記憶操作がなされるルー
トが活性化し、予測が正しく行われた場合は無意
識的処理がなされるという2つのルートを示し、
新たな概念の無意識的処理への定着には、先行し
た意識的処理が必要なことを示唆している。以上
のことから、発達障害の有無に関わらず、新たな
抽象的概念を学習し現実に適用していくには、そ
の概念を知識として学習するだけではなく、意識
的に新たな概念を現実に適用していくトレーニン
グが必要ということが言えるであろう。

８．現状のまとめと今後の展望

　以上のように、発達障害のある人の就労継続に
ついて、概念の補強が精神的健康の維持に効果が
ある可能性が示唆された。特に心の概念について
は理論的な知識の学習だけではなく、意識的に
ロールプレイなどを行うことで、汎化が見込まれ
る可能性がある。このことは、岩本（2019）が心
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の概念の獲得とともに職場や家庭においてその概
念の適用を繰り返し、メンタライジングスキルを
獲得したプロセスを支持するものであり、またこ
のような概念の獲得が精神的健康につながり、就
労継続に資していたことも本稿の検討と合致す
る。
　今後は、概念の補強、特に職場や家庭における
コミュニケーションを補うような、意識的に心の
概念を習得するトレーニング方法を先行の概念学
習の知見を取り入れながら開発、実施し、長期の
就労継続が可能となる支援方法について検討して
いくことが求められる。
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